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○
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
九
号

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
施
設

に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
し
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
十
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
九
十
号
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針

金
属
鉱
業
等
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
の
鉱
害
防
止
事
業
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
計
画
的
推
進
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
存
す
る
鉱
害
防
止
工
事
に
加
え
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
自
然
災
害
へ
の

緊
急
対
応
等
、
実
施
す
べ
き
鉱
害
防
止
工
事
が
引
き
続
き
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
も
永
続
的
に
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
鉱
害
防
止
事
業
を
着
実
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
政
府
は
、
現
下
の
行
政
及
び
財
政
の
合
理
化
、
効
率
化
の
要
請
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事

参考資料２
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業
の
計
画
的
な
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
鉱
害
防
止
工
事
を
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

実
施
す
べ
き
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
の
時
期
及
び
事
業
量
そ
の
他
鉱
害
防
止
事
業
の
計
画
的
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
が
、
そ
の
達
成
状
況
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
も

の
と
す
る
。

一

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
の
時
期

（
一
）
平
成
二
十
五
年
度
を
初
年
度
と
し
て
平
成
三
十
四
年
度
末
ま
で
に
、
平
成
二
十
四
年
度
末
に
お
け
る
使
用
済
特
定
施

設
に
係
る
坑
道
及
び
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
鉱
害
防
止
工
事
を
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
鉱
害
防
止
工
事
の
工
事
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
も
の
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
効
率
化
を
図
り
、
早
期
に
終
了

す
る
も
の
と
す
る
。

（
二
）
特
定
施
設
の
う
ち
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
に
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
速
や
か
に
、
鉱
害
防
止

工
事
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
三
）
平
成
二
十
五
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
を
確
実
に
実
施
す
る
も
の
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と
す
る
。

二

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
事
業
量

（
一
）
計
画
期
間
に
お
け
る
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
坑
道
及
び
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
鉱
害
防
止
工
事
の
事

業
量①

坑
口
の
閉
塞
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
坑
道

二
三
鉱
山

五
七
施
設

②
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場

三
七
鉱
山

六
四
施
設

③
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
の
面
積

一
六
鉱
山

八
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
植
栽
の
面
積

一
五
鉱
山

七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

⑤
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
擁
壁
の
措
置

六
鉱
山

一
、
四
七
八
メ
ー
ト
ル

⑥
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
か
ん
止
堤
の
措
置

一
鉱
山

一
五
四
メ
ー
ト
ル

⑦
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
措
置

一
七
鉱
山

一
五
、
六
六
八
メ
ー
ト
ル

⑧
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
に
係
る
改
修
の
措
置

一
三
鉱
山

一
三
施
設
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イ

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
の
規
定
に
よ
り
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
べ
き
者
が
存
在
し
な

い
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
事
業
量

①
坑
口
の
閉
塞
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
坑
道

一
一
鉱
山

二
八
施
設

②
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場

一
三
鉱
山

一
五
施
設

③
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
の
面
積

二
鉱
山

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
植
栽
の
面
積

四
鉱
山

二
ヘ
ク
タ
ー
ル

⑤
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
擁
壁
の
措
置

六
鉱
山

一
、
四
七
八
メ
ー
ト
ル

⑥
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
措
置

六
鉱
山

四
、
七
六
五
メ
ー
ト
ル

⑦
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
に
係
る
改
修
の
措
置

五
鉱
山

五
施
設

ロ

そ
の
他
の
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
事
業
量

①
坑
口
の
閉
塞
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
坑
道

一
二
鉱
山

二
九
施
設

②
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場

二
四
鉱
山

四
九
施
設



- 5 -

③
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
の
面
積

一
四
鉱
山

八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
植
栽
の
面
積

一
一
鉱
山

七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

⑤
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
か
ん
止
堤
の
措
置

一
鉱
山

一
五
四
メ
ー
ト
ル

⑥
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
措
置

一
一
鉱
山

一
〇
、
九
〇
三
メ
ー
ト
ル

⑦
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
に
係
る
改
修
の
措
置

八
鉱
山

八
施
設

（
二
）
使
用
済
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
年
間
事
業
量

①
坑
水
又
は
廃
水
の
年
間
排
出
量

七
九
鉱
山

六
、
九
九
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル

②
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

五
四
鉱
山

九
・
二
ト
ン

③
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

四
五
鉱
山

一
四
六
ト
ン

④
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

二
六
鉱
山

三
三
ト
ン

ひ

⑤
銅
の
年
間
除
去
量

五
八
鉱
山

二
四
〇
ト
ン

⑥
亜
鉛
の
年
間
除
去
量

六
八
鉱
山

二
、
〇
三
五
ト
ン
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⑦
溶
解
性
鉄
の
年
間
除
去
量

六
〇
鉱
山

六
、
四
八
六
ト
ン

⑧
溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
の
年
間
除
去
量

一
八
鉱
山

一
、
二
八
九
ト
ン

イ

鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
り
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
べ
き
者
が
存
在
し
な
い
使
用
済
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ

る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
年
間
事
業
量

①
坑
水
又
は
廃
水
の
年
間
排
出
量

二
四
鉱
山

一
、
五
三
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル

②
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

一
七
鉱
山

〇
・
二
ト
ン

③
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

一
五
鉱
山

二
ト
ン

④
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

一
一
鉱
山

二
三
ト
ン

ひ

⑤
銅
の
年
間
除
去
量

一
六
鉱
山

四
六
ト
ン

⑥
亜
鉛
の
年
間
除
去
量

二
〇
鉱
山

五
〇
ト
ン

⑦
溶
解
性
鉄
の
年
間
除
去
量

一
九
鉱
山

二
、
七
〇
三
ト
ン

⑧
溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
の
年
間
除
去
量

一
鉱
山

五
一
ト
ン

ロ

そ
の
他
の
使
用
済
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
年
間
事
業
量
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①
坑
水
又
は
廃
水
の
年
間
排
出
量

五
五
鉱
山

五
、
四
六
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル

②
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

三
七
鉱
山

九
・
〇
ト
ン

③
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

三
〇
鉱
山

一
四
四
ト
ン

④
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量

一
五
鉱
山

一
〇
ト
ン

ひ

⑤
銅
の
年
間
除
去
量

四
二
鉱
山

一
九
四
ト
ン

⑥
亜
鉛
の
年
間
除
去
量

四
八
鉱
山

一
、
九
八
五
ト
ン

⑦
溶
解
性
鉄
の
年
間
除
去
量

四
一
鉱
山

三
、
七
八
三
ト
ン

⑧
溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
の
年
間
除
去
量

一
七
鉱
山

一
、
二
三
八
ト
ン

三

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
計
画
的
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
事
項

（
一
）
鉱
害
防
止
事
業
の
内
容

イ

坑
道
に
係
る
鉱
害
防
止
工
事

坑
水
に
よ
る
鉱
害
を
防
止
す
る
た
め
、
坑
道
の
坑
口
の
閉
塞
等
の
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ロ

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
鉱
害
防
止
工
事
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廃
水
、
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
の
崩
壊
、
集
積
物
の
飛
散
、
流
出
等
に
よ
る
鉱
害
を
防
止
す
る
た
め
、
捨
石

又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
に
よ
る
被
覆
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、

植
栽
、
擁
壁
、
か
ん
止
堤
並
び
に
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理

イ
又
は
ロ
の
鉱
害
防
止
工
事
を
実
施
し
た
後
に
お
い
て
も
、
坑
水
又
は
廃
水
に
よ
る
鉱
害
を
防
止
し
得
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
確
実
な
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
二
）
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
事
項

イ

鉱
害
防
止
事
業
は
、
人
の
健
康
の
保
護
又
は
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
上
で
必
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
計
画
的
に

実
施
す
る
こ
と
。

ロ

鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
環
境
保
全
対
策
と
の
調
和
に
留
意
す
る
こ
と
。

ハ

鉱
害
防
止
工
事
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
必
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
効
率
的
に
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
そ
の
妥
当
性
、
緊
要
性
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
専
門

家
に
よ
る
事
業
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
残
存
す
る
工
事
の
早
期
の
完
了
を
目
指
す
こ
と
。
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ニ

各
鉱
山
の
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
を
見
据
え
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
の
妥
当
性
、
効

率
性
等
の
観
点
か
ら
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
処
理
の
終
了
や
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す
こ
と
。

ホ

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
特
に
自
然
浄
化
作
用
を
利
用
し
た
坑
水

又
は
廃
水
の
処
理
技
術
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
早
期
の
実
用
化
と
国
内
鉱
山
へ
の
展
開
を
目

指
す
こ
と
。

ヘ

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
の
終
了
に
向
け
、
下
流
の
利
水
点
等
の
環
境
基
準
等
を
満
た
す
鉱
山
で
は
、
下
流
影
響
度

に
関
す
る
デ
ー
タ
の
把
握
・
蓄
積
を
行
い
、
デ
ー
タ
解
析
等
の
検
討
を
実
施
す
る
こ
と
。

ト

今
後
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
排
水
基
準
等
の
規
制
が
強
化
さ
れ
る
場
合
を
考
慮
し
、
既
存
の
坑
水
又
は

廃
水
の
処
理
方
法
に
よ
る
基
準
達
成
の
可
能
性
、
処
理
コ
ス
ト
へ
の
影
響
、
新
技
術
の
導
入
の
可
能
性
等
を
事
前
に
検

討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
新
た
な
処
理
技
術
の
導
入
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
を
検
討
す
る
こ

と
。

チ

中
和
殿
物
の
減
容
化
及
び
殿
物
集
積
場
の
確
保
の
た
め
、
新
た
な
中
和
殿
物
減
容
化
の
技
術
開
発
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
殿
物
繰
り
返
し
法
等
の
既
存
技
術
の
導
入
を
図
る
こ
と
。
ま
た
一
部
の
鉱
山
で
行
わ
れ
て
い
る
中
和
殿
物
の
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有
効
利
用
や
再
利
用
に
つ
い
て
、
他
の
鉱
山
に
お
い
て
も
、
そ
の
導
入
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
。

リ

鉱
業
上
使
用
す
る
工
作
物
等
の
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
の
規
定

に
よ
る
技
術
指
針
に
基
づ
き
、
集
積
場
に
係
る
耐
震
性
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
集
積
場

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
の
既
存
の
実
施
支
援
制
度
等
の
活
用
に
よ
り
、
安
定
化
対
策
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
。

ヌ

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
の
管
理
者
の
人
材
確
保
を
進
め
る
た
め
、
夜
間
や
休
日
等
の
坑
水
又
は
廃
水
処
理
の

自
動
運
転
導
入
に
よ
る
省
力
化
を
実
施
す
る
こ
と
。




